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第
３
回
市
民
大
学 

－

４
講
座
に
５
４
８
人

－

　

８
月
26
日
か
ら
９
月
12
日
に

か
け
て
、
市
立
中
央
公
民
館
と

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
香
北
で
市

民
大
学
が
開
催
さ
れ
、
全
４
講

座
に
５
４
８
人
が
聴
講
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
平
野
次
郎
さ
ん

（
放
送
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
Ｎ

Ｈ
Ｋ
元
解
説
委
員
）
、
辻
本
一

英
さ
ん
（
芝
原
生
活
文
化
研
究

所
代
表
）
、
太
田
夏
江
さ
ん

（
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
マ
ー

ベ
ル
ハ
ー
ト
主
宰
）
、
常
田
富

士
男
さ
ん
（
俳
優
・
声
優
）
を

講
師
に
招
き
多
彩
な
内
容
の
講

演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
野
さ
ん
は
、
「
最
近
の
国

際
情
勢
と
日
本
の
立
場
」
を
テ

ー
マ
に
、
県
民
に
身
近
な
坂
本

龍
馬
ゆ
か
り
の
話
や
、
環
境
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
デ
ー

タ
を
提
示
し
な
が
ら
、

私
た
ち
の
置
か
れ
て
い

る
現
状
と
課
題
を
分
か

り
や
す
く
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

辻
本
一
英
さ
ん
は
、

「
人
権
文
化
を
考
え
る

―

福
を
運
ん
だ
『
で
こ

ま
わ
し
』―

」
と
題
し
、

ご
自
分
の
生
き
ざ
ま
や

想
い
を
熱
く
語
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
徳
島
県

内
の
被
差
別
民
衆
が
興

し
た
伝
統
芸
能
の
復
活
と
継
承

に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。
同
行
の
演
者
中
内
さ

ん
と
南
さ
ん
に
よ
る
演
目
「
三

番
叟
（
さ
ん
ば
そ
う
）
ま
わ

し
」
と
「
芝
原
え
び
す
舞
」

は
、
と
て
も
感
動
的
で
し
た
。

　

太
田
夏
江
さ
ん
は
、
「
後
年

期
を
幸
年
期
に―

脳
の
寝
た
き

り
を
防
ご
う―

」
を
テ
ー
マ
に

心
と
体
両
面
の
健
康
の
大
切
さ

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
食
の
話
や

呼
吸
法
、
操
体
法
、
プ
ラ
ス
思

考
が
大
切
な
こ
と
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
講
演
の
最
後
に
は
「
南

京
玉
す
だ
れ
」
実
演
の
お
ま
け

ま
で
付
い
て
和
や
か
な
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
最
終
講
座
、
常
田

富
士
男
さ
ん
は
、
「
常
田
富
士

男
の
あ
っ
た
か
話―

語
り
は
祈

り
の
心―

」
と
題
し
、
常
田
流

の
語
り
を
存
分
に
満
喫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
誰
も
が
常

田
さ
ん
の
語
り
を
一
言
も
聞
き

逃
す
ま
い
と
、
会
場
全
体
が
水

を
打
っ
た
よ
う
に
静
ま
り
返

り
、
受
講
者
の
皆
さ
ん
の
心
の

動
き
が
手
に
と
る
よ
う
に
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
常
田

さ
ん
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の

朗
読
は
、
先
生
か
ら
の
素
晴
ら

し
い
置
き
土
産
と
な
り
ま
し

た
。

 

消
防
団
が
合
同
訓
練

　

市
内
の
３
つ
の
消
防
団
（
土

佐
山
田
消
防
団
、
香
北
消
防

団
、
物
部
消
防
団
）
お
よ
び
市

消
防
署
の
団
員
、
署
員
ら
約
１

５
０
人
が
、
互
い
の
団
結
・
連

携
を
深
め
よ
う
と
、
９
月
７
日

に
合
併
後
初
め
て
の
合
同
訓
練

と
し
て
、
土
佐
山
田
町
小
田
島

の
物
部
川
河
川
敷
で
ホ
ー
ス
の

延
長
要
領
や
ポ
ン
プ
運
用
な
ど

を
競
い
合
う
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

本
年
度
の
市
民
大
学

も
、
大
勢
の
皆
さ
ま
方
の

ご
協
力
に
よ
り
盛
会
の
う

ち
に
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
市
民
大
学
も

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
中
央
公
民
館
）

▲受講者に語りかける常田富士男さん

▲

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
て

　　　　　　　　▲福を授かる受講者の皆さん　　　　　　　　
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香
美
市
で
初
の

四
国
・
中
国
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会

　

９
月
14
日　

プ
ラ
ザ
八
王
子

で
、
香
美
郡
医
師
会
や
香
美
市

な
ど
に
よ
る
（
高
知
県
災
害
医

療
対
策
中
央
東
支
部
会
議
主

催
）
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
医
師
・
看
護
師
や

自
主
防
災
組
織
な
ど
地
域
住
民

も
含
め
約
１
７
０
人
の
参
加
が

あ
り
、
震
度
６
弱
の
巨
大
地
震

が
発
生
し
多
く
の
人
が
負
傷
し

た
と
い
う
想
定
で
、
訓
練
し
ま

し
た
。

　

消
防
署
員
が
負
傷
者
の
搬
送

な
ど
を
実
演
し
た
後
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
呼
吸
や
反
応

の
有
無
な
ど
に
よ
り
緊
急
度
を

診
断
（
ト
リ
ア
ー
ジ※

）
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
処
置
エ
リ
ア

で
血
圧
・
脈
拍
・
外
傷
の
所
見

な
ど
を
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
ッ
グ
に

記
載
す
る
な
ど
の
訓
練
を
し
ま

し
た
。

　

大
災
害
時
に
は
医
療
機
関
に

直
接
出
向
い
て
も
、
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
香

美
市
が
「
医
療
救
護
所
」
を
設

置
し
ま
す
。
そ
こ
に
、
医
療
関

係
者
や
市
役
所
職
員
が
集
ま

り
、
ト
リ
ア
ー
ジ
に
よ
る
振
り

分
け
と
応
急
処
置
を
し
ま
す
。

な
お
、
現
時
点
で
の
香
美
市
の

医
療
救
護
所
は
山
田
小
学
校
・

香
北
病
院
駐
車
場
・
大
栃
診
療

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　※

ト
リ
ア
ー
ジ
：
大
き
な
災
害
が
発

生
し
数
多
く
の
死
傷
者
が
出
た
場

合
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
人
命

を
救
う
た
め
に
は
、
傷
病
者
の
緊
急

度
を
分
け
、
適
切
な
治
療
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
緊
急
度
を
４

つ
の
段
階
（
黒
・
赤
・
黄
・
緑
の
４

色
の
タ
ッ
グ
で
識
別
）
に
分
け
、
治

療
の
優
先
順
位
を
決
定
す
る
の
が
ト

リ
ア
ー
ジ
で
す
。
大
規
模
な
災
害
で

は
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
医
療
品
に
も
限

界
が
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
措
置

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

南
海
地
震
に
備
え
た
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
実
施

　

９
月
23
日
、
花
・
人
・
土
佐

で
あ
い
博
参
加
事
業
の
一
環
と

し
て
、
初
の
四
国
・
中
国
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
が
予
岳

の
土
佐
山
田
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
市
内
か
ら
26
人
、

他
県
か
ら
81
人
が
参
加
し
、
青

空
の
下
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

と
と
も
に
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

市
内
の
出
場
者
の
上
位
結
果

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
結
果
】

優　

勝
＝
中
内
イ
ク
ノ

準
優
勝
＝
柴
田　

達
男

　

秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中

の
９
月
24
日
、
市
商
工
会
サ
ー

ビ
ス
業
部
主
催
の
「
コ
ー
ヒ
ー

サ
ー
ビ
ス
」
が
香
美
警
察
署
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
過
労
運

転
・
居
眠
り
運
転
の
防
止
を
目

的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
38
回
目
と
な
り
ま

す
。

　

当
日
は
、
商
工
会
員
の
ほ
か

交
通
安
全
関
係
団
体
等
も
参
加

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
安
全
運

転
で
、
お
気
を
つ
け
て
！
」
と

笑
顔
で
コ
ー
ヒ
ー
を
手
渡
し
て

い
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
、｢

白
ゆ
り
ま
つ

り｣

が
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
第
二

し
ら
ゆ
り
で
開
催
さ
れ
、
同
施

設
の
利
用
者
や
保
護
者
・
地
域

住
民
の
方
々
が
参
加
し
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

「
白
ゆ
り
ま
つ
り
」
は
知
的

障
害
の
あ
る
人
た
ち
と
地
域
住

民
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も

地
元
幼
稚
園
児
や
小
学
生
、
地

域
住
民
の
方
々
に
よ
る
サ
ー
ク

ル
等
が
歌
や
踊
り
を
披
露
し
て

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
商
工
会
や
明
治
地
区
婦

人
会
・
工
科
大
学
等
の
出
店
に

は
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
並

び
、
知
的
障
害
を
持
つ
人
た
ち

と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス

で
安
全
運
転
を
Ｐ
Ｒ

地
域
住
民
等
と
交
流

白
ゆ
り
ま
つ
り
開
催

▲トリアージ訓練の様子

▲一人ひとりに〝安全に〟と願いを込めて

▲地元の交流の場に

▲他県の選手とも交流を深めました
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▲原会長から建議書を提出

　９月８日、高知県庁において県が推進する「環境先進

企業との協働の森づくり事業」のパートナーズ協定書調

印式が、高知工科大学、高知工科大学後援会、高知県、

香美市の４者によって行われました。

　今回の対象森林地は物部町押谷の市有林など約２５ｈａ

で、名称は「高知工科大学－物部川共生の森」となりま

した。本年度から３年間、植栽や間伐などの森林整備を

行うとともに、物部川の濁水や渇水などの環境保全活動

やシカの食害問題などにも取り組んでいく予定です。

　協賛金を支出する高知工科大学後援会の岡崎会長はあ

いさつで「後援会は今まで学生の勉強だけでなく、就職

活動、課外活動などを支援してきました。今回も学生支

援の延長で、学生たちに地元の環境問題に関心を持って

もらいたい」と語っていました。

　今回の協定は高知県では３１件目で香美市においては、

「ルネサスの森」に次いで２件目となります。

　９月４日、香美市農業委員会（原心一会

長）は現在の厳しい農業情勢から、各種農

業施策の継続実施や、有害鳥獣の食害対策

についての要望を盛り込んだ「農業施策に

関する建議書」を門　市長に提出しまし

た。

　建議書は、各地域で集落協定組織を締結

し農地の多面的機能を保全するために有効

な「中山間直接支払制度」の継続実施や、

有害鳥獣の食害対策として補助金制度の拡

充、広域的な防護柵の設置についての要望

のほか、農業経営者の後継者不足による遊

休農地および耕作放棄地の増加に対する農

地流動化対策の強化や、米対策への取り組

み、園芸振興対策などについても提言して

います。

高知県、工科大等とパートナーズ協定
ー「環境先進企業との協働の森づくり事業」ー

農業委員会が「農業施策に関
する建議書」を提出

野
中
兼
山
ゆ
か
り
の
史
跡
を
巡
る

　
　
　
　

「
舟
入
川
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

　

人
々
の
交
流
や
農
業
用
水
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
舟
入
川
沿
い
を
歩
き
、
香

長
平
野
の
歴
史
に
触
れ
る
「
舟

入
川
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
が
９
月

23
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
山
田
堰

井
筋
土
地
改
良
区
が
中
心
と
な

っ
た
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た

も
の
で
、
今
年
で
６
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
１
６
１
人
は
、
物
部

川
合
同
堰
の
視
察
や
旧
山
田
堰

に
あ
る
春
野
神
社
に
参
拝
し
、

全
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
に
出
発
。
途
中
の
中
野

公
民
館
の
休
憩
所
で
は
、
地
元

住
民
の
方
々
に
よ
る
お
茶
の
接

待
や
舟
入
川
を
開
発
し
た
野
中

兼
山
の
歴
史
教
室
や
紙
芝
居
が

あ
り
、
参
加
者
は
ひ
と
と
き
の

休
憩
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の

後
、
舟
入
川
や
周
り
の
風
景
を

楽
し
み
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ー
ス

途
中
か
ら
35
人
の

子
ど
も
た
ち
が
い

か
だ
下
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
〝
材
木

を
い
か
だ
に
組
ん

で
運
ん
だ
〞
と
い

う
昔
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
ち
な
ん
で
毎

年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
子
ど
も

た
ち
は
竹
ざ
お
を

手
に
２
人
１
組
で

協
力
し
て
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
コ
ー

ス
を
下
っ
て
い
き

ま
し
た
。

▼

左
か
ら
門　

市
長
、佐
久
間
学

長
、岡
崎
後
援
会
長
、尾
﨑
知
事

　　　　　▲青空の下、元気よくスタート！      　　　


